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本稿では，前号で報告後，平成 23 年 11 年 25 日，12 月 16 日，平成 24 年 1 月 20 日，2 月 24 日

に開催された計 4 回の常任理事会の内容のうち主なものをお伝えするとともに，日本透析医会の主

な活動についてご報告します．

1. 診療報酬改定に対する対応について

2012 年の診療報酬改定は，介護保険との同時改定であったことに加え，震災復興による政府支

出の増大，景気低迷による税収の伸び悩みなどもあり，厳しい改定が予想されましたが，ネットで

0.004％ 増（本体 1.379％ 増，薬価・材料等は 1.375％ 減）というごくわずかながらのプラス改定と

なりました．
透析関連については，日本透析医会が正式に要望した回復期リハビリテーション病棟入院料から

透析の包括が外されたほか，入院中の患者が他院で透析を受ける場合の入院料の引き下げが見直さ

れました．また日本透析医学会が新技術として新設を要望していたオンライン HDF の点数が新設

され，これに併せ，透析液水質加算が，オンライン HDF 対応の水質管理を行い置換液として使用

している 2（20 点）とそれ以外の 1（8 点）の 2 段階となりました．一方，慢性維持透析について

は，包括されているエリスロポエチン価格の低下をふまえ，4 時間未満では 35 点，4 時間以上で

30 点の切り下げとなりました．
手術の点数は全体としてもかなり上がっておりますが，シャント設置術は 13,910 点から 18,080

点，バイパス移植術（その他の動脈）は 23,300 点から 30,290 点，また経皮的シャント拡張術・血

栓除去術（PTA）が新設され，18,080 点と，これまでの内シャント血栓除去術の準用点数である

3,130 点から大幅な増点となりました（なお，3 カ月に 1 回に限る算定の制限あり）．PTA について

は，これまで適切な点数設定を日本透析医会，日本透析医学会の両方から要望していたものですが，
想定を大きく超える点数設定となりました．

今後，様々な影響が考えられる診療報酬改定となりましたので，透析医会として，その影響を十

分見定め，今後の改定に関する要望に反映していきたいと考えます．

2. 透析医療に関するグランドデザイン作成に向けた検討

一昨年度から進めております今後の透析医療提供体制のあり方を検討し，透析医療の存続に関わ
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る提案を行うためのグランドデザイン作成事業は，東日本大震災の発生とその対応のため，一時定

期的な会議の開催が中断しておりましたが，昨年 10 月 21 日，今年 1 月 20 日の 2 回行い，3 月中に

も開催予定です．検討課題を，①透析医療機関の経営環境の分析と予測，②透析提供体制の分析と

予測，③高齢化による社会的入院，送迎・介護保険との問題と将来予測，④透析の質と QI（Quality 

Index）の構築，情報公開について，の 4 テーマに絞り，定期的に日本透析医学会の役員の方々と

協議を行い進めております．このうち①のため，1 月に「透析医療機関経営・施設実態調査 2011」

を当会施設会員のうち医療法人 601 施設に対し依頼，多数のご回答を頂きました．ご協力いただき

ました会員の方々に深く感謝申し上げます．今後，他のテーマでも調査をお願いするかもしれませ

んが，その節はご協力，ご教示よろしくお願い申し上げます．

3. 透析医療経営検討委員会の新設

日本透析医会の最も大事な役割である透析医療に関する政策提言や保険改定における戦略を策定

するため，透析医療経営検討委員会を新たに新設することになりました．委員長は太田圭洋常務理

事で，今年 1 月 27 日に第 1 回の委員会を開催しました．今後，調査等によりエビデンスに基づき

様々な政策提言等を行えるよう努力していく所存です．

4. 透析医療におけるチーム医療（職種別分担）に関する検討

厚生労働省におけるチーム医療推進，職種別業務分担の見直しを踏まえ，透析医療においても職

種別業務分担の見直しを進めるための資料として，日本透析医会は，日本腎不全看護学会，日本臨

床工学技士会の協力で，「透析医療における職種別分担に関するアンケート」を一昨年 11 月に透析

医会施設会員にお願いし多数の回答を頂きました．大変遅くなりましたが今号にその結果を報告さ

せていただきました．多数のご協力をいただきながらご報告が遅れて大変申し訳ありません．今後

ご回答を元に，透析医療におけるチーム医療のあり方について，厚生労働省の担当者等にご提案さ

せていただくことを考えています．

5. 日本透析医会研修セミナーについて

今年は初めての試みとして，研修セミナー「透析医療における Current Topics 2012」を，2012

年 5 月 20 日（日）に，日本透析医会総会と同時開催で開催することになりました．テーマは「高

齢者の維持透析療法に伴う諸問題」，場所は，交通の便が良い東京駅前の東京ステーションコンフ

ァレンスです．日本透析医会会員でなくても参加できますので，お誘い合わせのうえご参加よろし

くお願いします．2012 年 10 月 21 日（日）には，昨年の福岡での地方開催に引き続き，名古屋で

の研修セミナーの開催を予定しております．詳細につきましては，日本透析医会雑誌，日本透析医

会ホームページにてご案内させて頂きます．




